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1 2014（平成26年）

国　税／ 給与所得者の扶養控除等申告書の提出 
 本年最初の給与支払日の前日

国　税／ 報酬、料金、地代、家賃等の支払調書の提出
 1月31日

国　税／ 源泉徴収票の交付、提出 1月31日
国　税／ 12月分源泉所得税の納付 1月10日

（納期の特例を受けている事業所の7～12月
分は1月20日）

国　税／ 11月決算法人の確定申告 
（法人税・消費税等） 1月31日

国　税／ 5月決算法人の中間申告 1月31日
国　税／ 2月、5月、8月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合） 1月31日
地方税／ 固定資産税の償却資産に関する申告 1月31日
地方税／ 給与支払報告書の提出 1月31日
労　務／ 労働保険料の納付（第3期分） 1月31日

 （労働保険事務組合委託の場合2月14日まで）

　職務と勤務地は限定するものの雇用期間は
無期とする正社員のこと。配置転換や転勤の
心配がない反面、業績悪化により勤務地の事
業所が閉鎖された場合、解雇されやすくなる
といった弊害も指摘されているため、政府で
は平成26年度に措置するスケジュールで限定
正社員の雇用ルールの整備を検討しています。

ワンポイント 限定正社員（ジョブ型正社員）

1 月 の 税 務 と 労 務1月 （睦月）JANUARY

1日・元日　13日・成人の日

日 月 火 水 木 金 土
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1月号 ─ 2

　
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
、
仕
事

以
外
の
理
由
で
ケ
ガ
や
病
気
（
私
傷

病
）
に
な
り
、
そ
の
療
養
の
た
め
就

労
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
会
社
か
ら

報
酬
が
支
払
わ
れ
な
い
と
き
は
、
傷

病
手
当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
傷
病
手
当
金
と
は
ど
う
い
う
も
の

か
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
傷
病
手
当
金
の
支
給
要
件

　

私
傷
病
の
療
養
の
た
め
休
業
す
る

場
合
の
給
付
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。被

保
険
者
が
私
傷
病
の
療
養
の

た
め
就
労
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
会

社
か
ら
報
酬
が
支
払
わ
れ
な
い
と
き

に
は
、
そ
の
療
養
中
の
生
計
を
保
障

す
る
目
的
で
傷
病
手
当
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
傷
病
手
当
金
は
次
の
す
べ
て
の
要

件
を
満
た
し
た
と
き
に
、
労
務
不
能

と
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
日
目

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
　
そ
の
私
傷
病
の
療
養
の
た
め
で

あ
る
こ
と
。

②
　
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に

あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
出
勤
し
て

い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
会
社
か

ら
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
な
場

合
は
原
則
と
し
て
給
付
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
。

③
　
継
続
し
た
三
日
間
の
待
期
期
間

を
完
成
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
健
康
保
険
の
場
合
、
待
期
の
三

日
間
は
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
絶

対
要
件
で
す
の
で
、
た
と
え
ば
月

曜
日
、
火
曜
日
休
業
、
水
曜
日
出

勤
、
木
曜
日
休
業
、
金
曜
日
出
勤

な
ど
を
繰
り
返
し
て
い
れ
ば
、
傷

病
手
当
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
三
日
間
休
業
後
二
日
出

勤
し
、
そ
の
翌
日
か
ら
休
業
（
休

日
等
を
含
む
）
し
た
場
合
の
よ
う

に
待
期
完
成
後
は
、
休
業
し
た
日

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
労
務
不
能
の
起
算
日

　

金
曜
日
の
仕
事
中
に
気
分
が
悪
く

な
り
、
そ
の
後
一
週
間
ほ
ど
欠
勤
し

て
い
る
社
員
が
い
ま
す
。
当
社
は

土
・
日
曜
日
は
原
則
休
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
社
員
の
待
期
は
い
つ

完
成
し
ま
す
か
。

労
務
不
能
と
な
っ
た
日
の
計
算

は
暦
日
、
起
算
日
は
労
務
不
能
と
な

っ
た
日
で
す
。
労
務
不
能
と
な
っ
た

と
き
が
業
務
終
了
後
で
あ
る
場
合
は

翌
日
が
起
算
日
と
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
場
合
の
起
算
日
は
金

曜
日
、
そ
の
後
引
き
続
き
休
業
し
て

い
ま
す
の
で
待
期
完
成
日
は
日
曜
日

に
な
り
ま
す
。
待
期
の
三
日
間
に

は
、
日
曜
日
等
休
日
が
含
ま
れ
て
い

て
も
休
業
し
て
い
れ
ば
含
め
ま
す
。

　
療
養
の
た
め
と
は

　

要
件
の
一
つ
「
療
養
の
た
め
」
の

な
か
に
は
、
自
費
診
療
な
ど
も
含
ま

れ
る
の
で
す
か
。

療
養
の
た
め
で
あ
れ
ば
、
自
費

診
療
や
自
宅
で
の
病
後
静
養
等
も
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
労
災

保
険
か
ら
給
付
さ
れ
る
仕
事
中
・
通

勤
途
中
の
ケ
ガ
や
病
気
、
美
容
整
形

な
ど
は
健
康
保
険
の
給
付
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
療
養
が
必
要
と
認
め
ら
れ

れ
ば
被
保
険
者
の
資
格
取
得
前
の
も

の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
私
傷
病
の
治

療
を
健
康
保
険
で
行
う
た
め
に
被
保

険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
も
の
で
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は
、

認
め
る
取
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
待
期
に
か
か
る
有
給
休
暇

　

待
期
は
年
次
有
給
休
暇
を
使
っ
て

も
完
成
す
る
の
で
す
か
。

傷
病
手
当
金
は
、
労
務
に
就
か

な
い
第
四
日
目
か
ら
支
給
す
る
と
だ

け
規
定
さ
れ
て
い
て
、
待
期
三
日
間

に
か
か
る
報
酬
支
払
い
の
有
無
は
規

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

私
傷
病
の
療
養
の
た
め
労
務
不
能
で

あ
っ
て
、
継
続
し
た
三
日
間
の
待
期

を
完
成
し
て
い
れ
ば
支
給
要
件
を
満

た
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り

こ
の
三
日
間
に
つ
い
て
は
年
次
有
給

休
暇
（
以
下
、「
年
休
」
と
い
う
）

を
使
用
し
て
も
完
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、待
期
完
成
後
は
、

仕
事
以
外
の
理
由
で

　ケ
ガ
や
病
気
に
な
っ
た
と
き
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3 ─ 1月号

短
時
間
で
も
労
務
に
就
い
て
報
酬
が

支
払
わ
れ
れ
ば
原
則
と
し
て
傷
病
手

当
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
同
一
の
傷
病
に
関
し
て
は

待
期
は
一
回
で
済
み
ま
す
。

　
休
業
期
間
中
報
酬
等
の

　
支
払
い
が
あ
る
と
き

　

私
傷
病
の
療
養
の
た
め
一
カ
月
間

休
業
（
報
酬
は
会
社
が
全
額
支
給
）

し
、
そ
の
後
一
カ
月
間
年
休
を
取
得

し
た
場
合
、
傷
病
手
当
金
は
い
つ
か

ら
支
給
さ
れ
る
の
で
す
か
。

休
業
し
て
い
て
も
報
酬
が
全
額

支
払
わ
れ
て
い
る
期
間
は
傷
病
手
当

金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
年
休
を
取

得
し
た
場
合
も
同
様
に
報
酬
が
支
払

わ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
休
業
し

た
場
合
は
、
す
で
に
待
期
は
完
成
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
日
か
ら
傷
病

手
当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
一
日
数
時
間
就
労
し
た
場
合

　

私
傷
病
の
治
療
の
た
め
、
遠
隔
地

の
病
院
に
通
院
し
て
い
る
社
員
が
い

ま
す
。
繁
忙
期
で
も
あ
り
治
療
が
早

く
終
わ
っ
た
と
き
に
は
短
時
間
で
も

出
勤
し
て
業
務
に
就
い
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
一
日
三
時
間
ぐ
ら

い
就
労
し
て
も
ら
っ
た
場
合
、
傷
病

手
当
金
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

傷
病
手
当
金
は
、
た
と
え
一
日

の
う
ち
数
時
間
で
も
働
け
ば
原
則
と

し
て
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
傷
病
自
体
は
休
業
を
要
す
る

程
度
で
な
く
て
も
、
医
療
機
関
等
が

遠
隔
地
で
あ
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り

事
実
上
働
け
な
い
よ
う
な
場
合
は
傷

病
手
当
金
は
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
一

日
の
う
ち
数
時
間
で
も
労
務
に
就
き
、

労
務
可
能
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
と

き
は
、
傷
病
手
当
金
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。　

傷
病
手
当
金
の
支
給
額

　

傷
病
手
当
金
の
支
給
額
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

傷
病
手
当
金
の
額
は
、
一
年
六

カ
月
の
期
間
内
で
支
給
要
件
を
満
た

し
た
日
ご
と
に
、標
準
報
酬
日
額（
標

準
報
酬
月
額
を
三
十
で
割
っ
た
額
）

の
三
分
の
二
相
当
額
で
す
。

　
傷
病
手
当
金
の
支
給
期
間

　

傷
病
手
当
金
は
い
つ
ま
で
支
給
さ

れ
る
の
で
す
か
。

傷
病
手
当
金
は
、
同
一
の
私
傷

病
及
び
こ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
生
じ

た
ケ
ガ
や
病
気
に
関
し
て
は
、
支
給

開
始
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
カ
月

が
限
度
で
す
（
一
年
六
カ
月
分
が
支

給
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
な
お
、
私
傷
病
に
よ
り
欠
勤
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
就
業
規
則
等
に
よ

っ
て
、
そ
の
欠
勤
期
間
中
で
も
会
社

か
ら
休
職
給
等
が
支
給
さ
れ
る
場
合

の
支
給
開
始
日
は
、
一
部
で
も
傷
病

手
当
金
が
支
給
さ
れ
る
日
と
な
り
ま

す
。

　
た
と
え
ば
、
六
カ
月
以
内
の
欠
勤

に
つ
い
て
は
賃
金
の
七
割
を
、
六
カ

月
を
超
え
一
年
ま
で
は
五
割
を
支
給

す
る
等
の
定
め
を
し
て
い
る
場
合

は
、
六
カ
月
を
超
え
た
日
か
ら
休
職

給
等
と
傷
病
手
当
金
の
差
額
が
傷
病

手
当
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
休
職
給
等
を
支
給
さ

れ
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
、
健
康
保

険
の
被
保
険
者
期
間
が
一
年
以
上
あ

る
社
員
が
離
職
す
る
場
合
は
、
す
で

に
待
期
は
完
成
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
翌
日
か
ら
最
長
で
一
年
六
カ
月

間
傷
病
手
当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
請
求
手
続
き

　

傷
病
手
当
金
の
請
求
手
続
き
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

「
健
康
保
険
傷
病
手
当
金
支
給

申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
協
会
け
ん
ぽ
都
道
府
県
支
部
ま

た
は
健
康
保
険
組
合
に
請
求
し
ま

す
。

　
休
業
期
間
が
長
く
な
る
よ
う
な
場

合
は
、
毎
月
一
回
請
求
し
た
方
が
事

務
処
理
は
簡
単
で
し
ょ
う
。

　
一
回
目
の
請
求
時
に
は
、
賃
金
台

帳
と
出
勤
簿
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し

て
、
休
業
し
て
い
る
間
に
報
酬
の
支

払
い
が
な
い
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
賃
金
台
帳
、
出
勤

簿
が
な
い
役
員
が
傷
病
手
当
金
の
申

請
を
す
る
と
き
は
、取
締
役
会
で「
当

該
役
員
の
病
気
欠
勤
期
間
中
に
お
け

る
報
酬
の
支
給
は
、
現
在
ま
で
支
給

せ
ず
ま
た
将
来
も
支
給
し
な
い
」
旨

を
決
議
し
、
各
役
員
が
署
名
押
印
し

た
議
事
録
の
コ
ピ
ー
を
添
付
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
外
傷
の
場
合
は
「
負
傷
原

因
届
」
を
、
交
通
事
故
な
ど
第
三
者

に
よ
る
傷
病
の
場
合
は
「
第
三
者
行

為
に
よ
る
傷
病
届
」を
添
付
し
ま
す
。

QAQ

AQAQ

A
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1月号 ─ 4

　平成14年４月１日から厚生年金保険の
適用年齢が５歳引き上げられ、適用事業所
に使用される65歳以上70歳未満の高齢
者も被保険者となっています。
　この５年間については保険料が徴収され
ますので、当然ながら年金額にも反映され
ます。具体的に年金額が変更されるのは、
70歳になる前に退職した場合、70歳にな
った場合ともにその翌月からです。
　この間については、次の点に留意すると
よいでしょう。
①　老齢基礎年金の受給権が発生している

人については、国民年金の第２号被保険
者には該当しませんので、65歳以上70
歳未満の厚生年金保険の被保険者が、そ
の期間内に初診日があるケガや病気で障
害等級に該当した場合には、障害厚生年
金は支給されますが、障害基礎年金は支
給されません。なお、障害年金と老齢年

金は選択となります。
②　65歳以上70歳未満の厚生年金保険の

被保険者に60歳未満の被扶養配偶者が
いる場合も、その配偶者は第３号被保険
者には該当しませんので、その時点で配
偶者は第３号被保険者の資格を失い、通
常どおり60歳に達するまでの間は第１
号被保険者として国民年金保険料を納付
することになります。

　ちなみに、平成19年4月1日以降、70
歳以上の被用者について60歳台後半の在
職老齢年金制度が適用される改正が行われ、
その届出（事業主が「厚生年金保険70歳以
上被用者該当・不該当届」を提出）が必要
となりました。
　これは、70歳以上の被用者期間は被保
険者期間ではないため、厚生年金保険料は
徴収されませんので年金額計算の基礎にも
なりませんが、年金額と報酬の合計額が一
定額を超えたときに老齢厚生年金の全部ま
たは一部を支給停止とするために必要とな
る届出です。

　ファースト・ステップ奨励金は、中小企
業における障害者雇用の促進を図ることを
目的に、障害者雇用の経験がない中小企業

（障害者雇用義務のある労働者50 〜 300
人の企業）が初めて障害者を雇用して、法
定雇用率を達成する場合に助成されます。
　本奨励金は①支給申請時に、前記の常用
労働者数を雇用している事業主であること、
②初めて身体・知的・精神障害者（以下「対
象労働者」という）を雇い入れ、1人目雇入
れの翌日から3カ月後までの間に、雇い入
れた対象労働者の数が法定雇用障害者数以
上となって、法定雇用率を達成すること、
③1人目の支給対象者の雇入れの日の前日
までの過去3年間に、対象労働者について
雇用実績がないこと等の要件を満たした事
業主に、120万円が支給されます。
　詳しくは都道府県労働局またはハローワ
ークにお問い合わせください。

　
健
康
保
険
に
は
、
被
保
険
者
ま
た

は
被
扶
養
者
が
出
産
に
要
す
る
費
用

が
必
要
で
あ
る
場
合
、
出
産
育
児
一

時
金
ま
た
は
家
族
出
産
育
児
一
時
金

（
以
下「
出
産
育
児
一
時
金
等
」と
い

う
）が
支
給
さ
れ
る
ま
で
の
つ
な
ぎ

の
資
金
と
し
て
、
無
利
子
で
出
産
費

用
を
貸
し
付
け
る「
出
産
費
貸
付
制

度
」が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
出
産
育
児
一
時
金
等

の
支
給
が
見
込
ま
れ
る
出
産
予
定
日

ま
で
一
カ
月
以
内
か
ま
た
は
妊
娠
四

カ
月
以
上
で
、
病
院
・
産
院
等
に
一

時
的
な
支
払
い
が
必
要
な
被
保
険
者

等
で
す
。
貸
付
額
は
一
万
円
を
単
位

に
、
出
産
育
児
一
時
金
等
の
八
割
相

当
額
の
範
囲
内
で
、
被
保
険
者
が
希

望
す
る
額
で
す
。
返
済
は
、
ま
ず
出

産
育
児
一
時
金
等
に
充
て
ら
れ
、
残

額
が
支
給
申
請
書
で
指
定
し
た
金
融

機
関
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

　
申
込
み
は
、
貸
付
申
込
書
に
一
定

の
書
類
を
添
付
し
て
協
会
け
ん
ぽ
各

支
部
に
行
い
ま
す
。

厚生年金保険の適用年齢

障害者初回雇用奨励金
（ファースト・ステップ奨励金）出

産
費
貸
付
制
度


